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介護保険関連施設の整備について 

 

１ 背景及び基本的な考え方 

計画の最終年度である令和８年には高齢化率が 31.5％となり、その後も高齢化が一層進ん

でいくことが見込まれます。団塊ジュニア世代が高齢者となる令和 22年には高齢化率が４割

近くになると推計されており、介護を必要とする高齢者も増加することが予想されます。 

  このため、高齢者が介護を必要となっても住み慣れた地域で安心して暮らせるよう「地域

包括ケアシステム」の更なる深化・推進を図るため、介護保険関連施設の整備については、中

長期的な視点で計画的に進めていく必要があります。 

高齢者等実態調査の結果では、介護が必要となっても「介護サービスを受けながら可能な

限り自宅で生活したい」と回答した方の割合が多い一方、自宅での生活が困難となった場合

に希望する施設・高齢者住宅等の形態は、「住み慣れた地域や自宅近くで常時介護を受けら

れ、小規模で家庭的な雰囲気の個室の施設」が最も高くなっています。 

これらのことから、今後の高齢化を見据え、介護が必要となっても、できる限り自宅での生

活を続けることができるようにするとともに、自宅での生活が困難な人の多様なニーズに応え

られるよう、地域包括ケアシステムの拠点施設となる、地域密着型サービスの整備を進めてい

きます。 

  

２ 施設類型別整備方針（案） 

(1) 介護保険施設（長野広域圏域） 

 

ア 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

短期入所生活介護施設からの転換意向を踏まえ、整備します。 

  イ 介護老人保健施設 

    長野老人保健福祉圏域における入所定員数と調整を図り、整備します。 

ウ 介護医療院 

    長野老人保健福祉圏域における入所定員数との調整を図る中で、事業所の意向を勘案

しながら整備します。 
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(2) 地域密着型サービス 

 

●施設・居住系サービス 

ア 認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

    今後の高齢者数の推移等を踏まえ、日常生活圏域ごとの整備状況を見ながら、基盤整

備ブロック単位に必要数の整備を進めます。 

  イ 地域密着型介護老人福祉施設（小規模特養） 

今後の高齢者数の推移等を踏まえ、日常生活圏域ごとの整備状況を見ながら、基盤整 

   備ブロック単位に必要数の整備を進めます。 

ウ 地域密着型特定施設（定員 29人以下の介護型有料老人ホーム等） 

  今後の高齢者数の推移等を踏まえ、小規模特養の定員数との整合を図る中で、日常生

活圏域ごとの整備状況を見ながら、基盤整備ブロック単位に必要数の整備を進めます。 

（介護保険関連施設の整備に当たっては、有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住

宅の設置状況を勘案します。） 

  ●在宅サービス（※） 

ア 小規模多機能型居宅介護事業所 

    今後の高齢者数の推移等を踏まえ、日常生活圏域ごとの整備状況を見ながら必要数の

整備を進めます。 

イ 看護小規模多機能型居宅介護事業所（複合型サービス） 

    今後の高齢者数の推移等を踏まえ、日常生活圏域ごとの整備状況を見ながら必要数の

整備を進めます。 

ウ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 

    整備を促進します。 
   
 
 

(3) その他 

 

  ア 特定施設（定員 29人を超える介護型有料老人ホーム等） 

長野老人保健福祉圏域における入所定員数との調整を図る中で、事業所の意向や入居者

の介護度の状況を勘案しながら整備します。 

 

  ※在宅サービス 

  ア 小規模多機能型居宅介護 

    利用者が「通い」サービスを中心に、必要に応じて「訪問」・「宿泊」サービスも受けられる。 

  イ 看護小規模多機能型居宅介護 

 小規模多機能型居宅介護と訪問看護を組み合わせたサービス 

  ウ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

    訪問介護員や看護師が、定期的に巡回し、入浴・排せつ・食事等の介護を行ったり、通信機器に

より通報を受けて随時居宅を訪問し、日常生活上の緊急対応などを行う。 
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３ 整備目標数（案） 

(1)施設・居住系サービスの整備目標 

施設類型 
令和５年度末の 
状況（見込み） 

第９期 
整備計画 

令和８年度 
整備目標 

介護保険施設（定員） 

 

介護老人福祉施設 

（特別養護老人ホーム） 
1,705人 7人 1,712人 

介護老人保健施設 1,324人 ２人 1,326人 

介護医療院 209人 120人 329人 

地域密着型施設（定員） 

 

認知症対応型共同生活介護 

（認知症高齢者グループホーム） 
852人 54人 906人 

地域密着型介護老人福祉施設 

（小規模特別養護老人ホーム） 
638人 29人 667人 

地域密着型特定施設 

（小規模介護付有料老人ホーム等） 
267人 29人 296人 

特定施設入居者生活介護（定員） 761人 150人 911人 

合 計 5,756人 

 

391人 

 

6,147人 

 

(2)在宅サービスの整備目標 

在宅類型 
令和５年度末の 
状況（見込み） 

第９期 
整備計画 

令和８年度 
整備目標 

地域密着型在宅（定員） 

 

小規模多機能型居宅介護事業所 315人 87人 402人 

看護小規模多機能型居宅介護事業所 

（複合型サービス） 
198人 87人 285人 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事

業所（※事業所数） 
５事業所 ３事業所 ８事業所 
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<参考＞ 

 

１ 高齢者等実態調査から見るサービス利用意向 

■ 施設等への入所（入居）希望 

 

■ 施設等への入所（入居）を希望する理由 

 

■ 希望する施設・高齢者住宅等の形態 

 

 

 

 



- 5 - 

 

２ 長野市の介護保険関連施設の整備状況等 
 

 (1) 介護保険関連施設の定員数の推移 

種 別 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

介護老人福祉施設（特養） 1,663人 1,663人 1,671人 1,671人 1,685人 1,685人 

介護老人保健施設 1,270人 1,270人 1,324人 1,324人 1,324人 1,324人 

介護療養型医療施設 249人 207人 207人 191人 191人 191人 

介護医療院 ― 60人 60人     60人 60人 60人 

特定施設入居者生活介護 542人 525人 610人 615人 685人 750人 

認知症対応型共同生活介護 
事業所（グループホーム） 780人 780人 834人 834人 834人 852人 

地域密着型特定施設 247人 247人 247人 247人 247人 267人 

地域密着型介護老人福祉施
設（小規模特養） 551人 551人 551人 609人 609人 609人 

小規模多機能型居宅介護
事業所 249人 253人 286人 315人 315人 315人 

定期巡回・随時対応型 
訪問介護看護事業所 ― ― ― ― ― ― 

看護小規模多機能型居宅介
護事業所（複合型） 53人 82人 140人 140人 169人 198人 

   ※各年４月１日現在。 

 

 

 (2) 介護保険関連施設の利用状況（介護保険実施状況令和５年７月月報） 

施設・サービス事業所別 定 員 利用件数 

介護老人福祉施設（特養） 1,685人 1,521件 

介護老人保健施設 1,324人 1,173件 

介護療養型医療施設 191人 100件 

介護医療院 60人 17件 

特定施設入居者生活介護事業所 750人 625件 

認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム） 852人 845件 

地域密着型特定施設入居者生活介護事業所 267人 256件 

地域密着型介護老人福祉施設（小規模特養） 609人 602件 

小規模多機能型居宅介護事業所 315人 261件 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所          ― 105件 

看護小規模多機能型居宅介護事業所（複合型サービス） 198人 139件 

  ※利用件数は長野市の被保険者（給付費審査件数のため定員数を上回る場合あり） 

 

 

 

 


